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第
七
回
配
本

姫
踏
市
史
第
十
五
巻
中

別
編
文
化
財
編
1

監
修
神
戸
大
学
名
誉
教
授

八
木
哲
浩

（苔写山円教寺縁起）

[ 文化財編 1 目次 ] 
付
図
姫
路
市
文
化
財
分
布
地
図

一
、
彫
刻

一
、
木
彫
仏

二
、
金
銅
仏

三
、
神
像
・
狛
犬

四
、
鬼
面

五
、
年
代
不
明
の
作
例

二
、
絵
画

※
釈
迦
三
導
像
、
十
六
羅
漢
像
（
何
れ
も
大
箕
寺
）

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
津
田
天
満
神
社
）
他

三
、
工
芸

一
、
刀
剣

二
、
陶
器
・
漆
器

1

、
東
山
焼

2

、
書
写
塗

三
、
梵
鐘

四
、
歴
史
資
料
•
そ
の
他

地
仏
・
孔
雀
文
啓
・
太
鼓
樽
．
枡

発
行
ー
姫
路
市

四
、
石
造
美
術

一
、
慶
長
以
前

ー
、
層
塔

2

、
宝
筐
印
塔

3

、
五
輪
塔

4

、
一
石
五
輪
塔

5

、
板
碑

6

、
笠
塔
婆

7

、
石
帷

8

、
石
仏

9

、
石
灯
籠
1
0
、
石
段

1
1、
石
造
水
盤
1
2
、
石
造
基
垣

1
3、
そ
の
他

二
、
慶
長
以
後

1

、
石
仏

2

、
経
典
に
関
す
る
塔

3

、
巡
拝
塔

4

、
仏
教
関
係
の
塔

5

、
寺
社
奉
賽
物

6

、
信
仰
関
係
の
塔
7
、
そ
の
他
の
石
造
品

8

、
藩
主
関
係
の
墓
所
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古
代
よ
り
播
磨
の
中
心
に
位
置
し
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
こ
の
地
に
は
、
先
人
が
育
く
み
、
そ
し

て
受
け
継
い
で
き
た
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
編
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
彫
刻
、
絵
画
、
工
芸
、
石
造
美
術
を
収
録
し
ま
し
た
。

彫
刻
で
は
、
国
指
定
文
化
財
（
重
文
）
一
〇
躯
を
は
じ
め
、
市
内
の
寺
社
に
伝
わ
る
木
彫
仏
、
金
銅
仏
、
神
像

な
ど
を
年
代
順
に
上
げ
、
そ
の
技
法
や
様
式
、
各
時
代
の
特
徴
や
仏
師
の
作
風
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

秘
仏
と
さ
れ
、
普
段
は
開
帳
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

絵
画
で
は
、
寺
社
の
縁
起
や
祖
師
の
肖
像
画
な
ど
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
楊
面
構
成
や
技
法
、
作
家
の
画
系

や
画
風
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
姫
路
と
関
係
の
あ
る
作
家
と
し
て
、
姫
路
城
主
酒
井
忠
以
（
宗

雅
）
の
実
弟
で
琳
派
を
発
展
さ
せ
た
酒
井
抱
一
や
そ
の
弟
子
鈴
木
其
一
、
姫
路
で
活
躍
し
た
島
琴
陵
に
つ
い
て

も
そ
の
人
物
像
や
作
品
に
ふ
れ
て
い
ま
す
。

工
芸
で
は
、
市
内
東
山
で
始
ま
り
や
が
て
姫
路
藩
御
用
と
な
り
高
級
磁
器
を
生
産
し
た
東
山
焼
、
紀
州
根
来

寺
の
根
来
塗
を
受
け
継
い
だ
と
い
わ
れ
る
杏
写
塗
、
さ
ま
ざ
ま
な
来
歴
を
持
つ
梵
鐘
、
わ
が
国
の
度
益
衡
史
上

費
須
な
芥
田
枡
な
ど
、
こ
の
地
方
な
ら
で
は
の
典
味
深
い
工
芸
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

石
造
美
術
の
度
長
以
前
で
は
、
市
内
各
所
に
点
在
す
る
追
品
を
造
立
の
目
的
や
構
造
形
式
、
用
途
な
ど
に
よ

り
分
類
し
、
無
銘
の
も
の
や
残
欠
に
つ
い
て
も
そ
の
形
態
や
様
式
、
実
測
値
、
在
銘
の
も
の
と
の
比
較
検
討
に

よ
っ
て
造
立
年
代
を
推
定
し
て
い
ま
す
。
逍
品
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
や
保
存
さ
れ
て
き
た
経
緯
に
も
ふ
れ
、

地
域
の
歴
史
を
知
る
好
適
な
脊
科
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
編
が
、
先
人
た
ち
の
英
知
と
努
力
の
結
晶
で
あ
る
文
化
財
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

「
別
編
文
化
財
編
l

」

の
発
刊
に
あ
た
っ
て

（仏心寺五輪塔）

瞑 flJ 案 内 第t五咎巾庸誠串込みについて

第
一
回
配
本
（
昭
和
六
十
一
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
巻
史
料
編
近
世

l
A
5

判
九
一
八
頁

1

姫
路
湘
史
料
I

（
池
田1
三
次
松
平
氏
時
代
）
2
姫
路
藩
史
料
I
I

（
酒
井
氏
時
代
）

3

茄
府
・
諸
藩
査
料
付
図
（
別
箱
）
姫
路
城
下
絵
図
・
解
説
図

頒
価
六
、
三
0
0
円
送
科
五

0
0
円

第
二
回
配
本
（
昭
和
六
十
一
二
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
四
巻
別
編
姫
路
城

A
5

判
九
一
三
頁

1

姫
路
城
の
歴
史
2
姫
路
城
の
構
成

3

姫
路
城
昭
和
の
大
修
理
4
姫
路
城
の
文
学
・
話
題

5
奸
科
編
付
図
（
別
箱
）
姫
路
城
郭
図

頒
価
五
、
五
0
0

円
送
料
五

0
0
円

第
三
回
配
本
（
平
成
二
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
二
巻
史
料
編
近
現
代

1
A
5

判
八
四
四
頁

明
治
期
の
1

行
財
政
と
政
治
2
教
育
3
産
業
と
経
済

4

社
会
生
活
と
文
化

5

軍
事
等

付
図
（
別
箱
）
姫
路
市
街
図
、
飾
西
・
飾
束
郡
全
図
等
，

頒
価
六
、
1
1
0
0円
送
科
五

0
0
円

第
四
回
配
本
（
平
成
四
年
）

◎
姫
路
市
史
第
三
巻
本
編
近
世

l
A
5

判
五
八
六
頁

硲
藩
体
制
の
成
立
期
・
整
備
期
・
展
聞
期
そ
れ
ぞ
れ
の
姫
路

付
図
（
別
箱
）
姫
路
城
下
諸
町
絵
図
梨
・
解
読
図

頒
価
五
、
四
0
0
円
送
料
五

0
0
円

第
五
回
配
本
（
平
成
四
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
五
巻
上
別
編
民
俗
編

A
5

判
七
七
九
頁

年
中
行
事
祭
礼
民
間
信
仰
人
生
儀
礼
諸
職
と
民
具
絵
馬
民
謡
と
伝
説
方
言
な
ど

頒
価
五
、
三
0
0
円
送
料
五

0
0
円

第
六
回
配
本
（
平
成
六
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
三
巻
上
史
料
編
近
現
代

2
A
5

判
九
五
六
頁

大
正
期
の
1

行
財
政
と
政
治
2
産
業
と
経
済

3

軍
事
と
教
育

4

社
会
と
文
化

昭
和
前
期
の
1

行
財
政
と
政
治
2
産
菜
と
経
済

3

軍
事
と
教
育
4
社
会
と
文
化

付
図
（
別
箱
）
姫
路
市
全
図
・
市
勢
要
已
兄
（
大
正
十
三
年
）
、
広
畑
都
市
計
画
・
飾
磨
都
市
計
画

地
域
指
定
図
（
昭
和
十
三
年
）

頒
価
六
、
五
0
0
円
送
科
五

0
0
円

・
申
込
先

・
頒
価

•
発
売
予
定

・
頒
布
方
法

•
本
の
体
裁

A
5

判
、
本
文
五
五
三
頁
、
上
製
本
、
中
性
高
質
紙
使
用

装
丁
用
織
物
表
紙
貼
函
入

三
、
五
0
0
円
送
料
五

0
0
円

平
成
七
年
九
月

直
接
膳
入
希
望
の
方
は
一
一
史
料
驚
理
担
当
、
又
は
市
役
所
（
一
階
）

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
で
お
求
め
下
さ
い
。

郵
送
希
望
の
方
は
電
話
で
夏
料
賂
理
担
当
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

＿
城
内
図
書
館
史
料
整
理
担
当

〒

6
7
0
姫
路
市
本
町
六
八
ー
ニ
五
八
（
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話

(
0七
九
二
）
8
9
_
4
8
8
6


